12　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いの),猪)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(き),木)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たけのり),武徳)「自由の思想史」
 ─自由を保持する方法とその意義を述べた市場経済論
17年度　駒澤大学
★　次の文章を読んで、後の問に答えよ。
 eq \o\ac(□,Ⅰ) eq \o\ac(□,1)　われわれは、行動が他人によって干渉されない程度に応じて自分は自由であるか否かを判断する。たとえば経済活動を例にとると、できる限り政府の干渉と強制があってはならないと考え、規制は緩和されなければならないという一般論が、正論とみなされるようになった。ひとつには、国家が市場に介入して市場取引の自発性や多様性が作為的にゆがめられれば、経済社会全体が資源の大きなロスを被る、と功利主義的に考えるからだ。市場システムに関するこの「大命題」は、すでに18世紀のヨーロッパ知識人の間では認識されていた。
 eq \o\ac(□,2)　さらに20世紀に入ると、この命題に対して経済学者のＦ・ハイエク等によってⓐEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(めい),明)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(せき),晰)EQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　),な理)論的説明が与えられる。とくに、自由で公正な市場で決定された「価格」は、政府の市場への干渉や強制が入ると、経済活動に関わる事情・事象の変化の情報を記録する力を失い、　　ａ　　の役割を果たせなくなる。
 eq \o\ac(□,3)　市場価格は、市場で取引する人々がひとつひとつ具体的には知る必要のない事件・事象をⓑEQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　),捨象)して、自分たちの選択にとって「必要にして最小限」の圧縮された情報を収集・散布する役割を果たす。どこで異常気象のために農作物被害が生じたのか、どの企業が大幅な費用削減につながる技術革新に成功したのか、何が消費者の間での不易と流行なのかなどについて、ひとつひとつの個別・具体的な事象を知らなくても、自由市場ではそうした変化はすべて需要と供給を通して市場価格に集約して反映されるからだ。
 eq \o\ac(□,4)　自由市場で成立する価格が、合理的な経済行動にとって必要不可欠な情報を提供しつつ調和と秩序をもたらすという不思議は、Ａ古代ギリシアのポリス（都市国家）での市場取引を観察する哲学者も気づいていた。しかし功利主義的な視点から、「自由」が社会的な厚生を高めるという考えが、科学的認識として確立するのは18世紀のヨーロッパにおいてであった。
 eq \o\ac(□,Ⅱ) eq \o\ac(□,5)　もちろんこのことは、「市場価格はつねに公正である」ことを必ずしも保証するものではない。取引が真に「自由で公正」であれば、市場で成立する価格は公正であると言いうるが、市場での取引がつねに「自由で公正」な環境で行われるとは限らない。現実の取引のすべてが対等の立場で「自発的に」なされるわけではないことを示す例は少なくない。生の魚を売る商人の交渉力が時間とともに弱まるように、立場の違い（例えば賃金交渉）によって、あるいは外的条件の変化によって交渉力に差が生まれるのが現実なのだ。この点は19世紀後半から自由主義経済をめぐる公正の問題として激しく議論されたテーマであった。自由経済における「公正さ」に最も強い疑義を呈したのが、一群の社会主義思想家であったことは言うまでもない。彼らは自由と社会的正義という二つの価値が多くの場合両立しないと主張したのである。
 eq \o\ac(□,6)①国家による干渉と強制が望ましくないと考えられる、もう一つの理由がある。それは、国家という単一理性が与える知識によって人々が考え行動するのではなく、多くの人々が関わる「思想やアイディアの市場」を通したほうが、予測しがたい未来に対して「真理」により近づきやすいという点にある。この考えは古代ギリシア人が発見した、真理への、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(う),迂)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(えん),遠)ではあるがもっとも確実な接近方法であった。古代ギリシア人はアゴラ（広場）での論争と商取引を類比的にとらえ、市場を「発見のための装置」と考えた。
 eq \o\ac(□,7)　ポリスが、真理だけではなく、美や善に関しても、発見と洗練のための「装置」として働いたと哲学者田島正樹は指摘する。ポリスの社交生活は、洗練されたもの、良きものを選別する力を持っていた。例えば、ファッションは厳しいⓒEQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　　),審美眼)によって選別され、ⓓEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とう),淘)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(た),汰)EQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　),され)る。見苦しい行動は誰にも真似されなくなる。そして悪徳も少なくとも表面には現れない。隠れて生きることを望まない古代ギリシア人は、②ポリスという装置によって、自然に徳の習慣へと導かれたのだという。
 eq \o\ac(□,Ⅲ) eq \o\ac(□,8)　さまざまな思考実験や生活の多様性は、前人未踏の、あるいは人それぞれの個性にあった「新しい方法」をもたらす重要な契機になる。自由な経済競争が社会を豊かにするという主張の根拠のひとつも、この自由競争のもつ「発見の機能」にある。自由な実験や競争を許さないで、　　ｂ　　の提供する知識のみを強制すると、さまざまな可能性の扉を閉ざしてしまうことになるのだ。
 eq \o\ac(□,9)　経済競争も、誰が一番すぐれているか、誰が一番上手にこなすかということを、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あらかじ),予)め知ることができない場合に用いられるすぐれた「発見のための手続き」（ハイエク）として機能する。競争によってはじめて、最もすぐれた経済生産の方法が発見されるのだ。知識が不完全な経済社会では、現実にどの方法がある条件下で費用最小の生産方法であるかが前もってわかっているケースはない。むしろ競争の過程を通して、はじめて最適な生産技術が徐々に発見されていくのである。
 eq \o\ac(□,10)　しかし競争は、ある具体的なケース（例えばスポーツ、試験など）に関して、誰が一番よくやったかを示すことはできるが、競争参加者各人が、自分の潜在的能力そのものを100パーセント出し切ったかどうかを判別することはできない。競争は最も効果的に新しい知識や事実を学ばせることはあるが、トップに立つ者は、彼を追いあげる者が近づいた時にしか、　　ｃ　　という点では、潜在的な力の完全なる現実化に寄与しないこともある。いずれにせよ、競争というのは科学の実験のような性格を帯びたものと言えよう。③競争はまずもって「発見のための手続き」なのである。
 eq \o\ac(□,11)　経済問題の根本は、幾億幾千万という人々の頭の中に散らばって存在する知識や技能、あるいはそれらを獲得する機会を、いかに効率よく使用するかという点に存する。社会の中に存在するこれら知識や技能は、単一の主体がその全体を把握・所有しているのではないから、それをどう利用するかが最大の経済問題となる。このような視点に立つと、競争は、人々が知識を獲得し交換するプロセスと捉えることができ、すべての知識がはじめから単一の計画主体（例えば中央経済当局など）に与えられているとみなすことは、社会認識としては事実になじまない。財の質や人々の選好、あるいは効率のよい生産技術は、競争プロセスを通して徐々に発見されていくのである。
 eq \o\ac(□,12)　一般に一元論者が、社会の問題にも「科学的に決定的な」回答を原理的にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(み),見)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いだ),出)し得るとみなすのとは対照的に、こうした考えは人間行動における無意識的な要素の存在や知識の不完全性を強調するという点で、Ｂ多元論と名付けられよう。個人の生き方としても、「自分はこう考える」ということを過度に強調すると、他の可能性を排除してしまうだけでなく、過去の知恵への敬意を弱め、他人の考え方を軽視することになる。一人の人間の知恵など、社会全体に蓄積されてきた知恵の総量に比べれば、お粗末なものなのだ。だからこそ、同時代の他者の考えを抑圧せずに、ゆっくり耳を傾けなければならない。死者（過去）の言葉を振りかえらなければならない理由もここにある。Ｃ古きをたずねることが大切であり、「自分はこう考える」と軽々に、そして頑固に主張し、己の「独創性」を強調することは④愚かな幻想を生みかねない。
 eq \o\ac(□,Ⅳ) eq \o\ac(□,13)　また、人間というものの存在目的が作為的に狭小化され、大多数の人間がその単純な目的のために働く「勤勉な羊」からなる社会より、人間が趣味と意見を異にし、議論し、攻撃し、拒否しうると同時に、それでもなお「共存する」という知恵を失わない社会を「善し」とする考えがここにはある。こうした姿勢のよって立つところは、人間の知識というものは原則として不完全であること、たえず誤る可能性があり、普遍的に通用するような唯一の真理を現在手にしている人も国民も存在しないという認識だ。だからこそ、われわれの信念というものはいかに強くとも、新しい実験や議論によってつねに修正を受ける性質のものであることを肝に銘じなければならない。知識の扉を閉ざすことは、長く「ⓔEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ご),誤)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(びゅう),謬)」EQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　),に留)まることに等しいのである。
 eq \o\ac(□,14)　自由を社会科学的に擁護しようとする場合、特に経済学では、自由な市場は最高の厚生をもたらすという功利主義的な立場から「自由の効用」を説き、「便宜的な手段としての自由」という側面が強調される。自由を認めた方が良い結果が生まれるという考えだ。しかし現実にはこの便宜の計算には思わぬⓕEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かんせい),陥穽)EQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　),が潜)んでいる。自由の擁護のために功利主義的にある政策の費用と便益を正確に比較考量することは現実には困難であり、強いて仮想的に費用と便益の計算だけで判断すると、「政府の干渉や中央による計画」に対して、自由を擁護する立場が敗退してしまうケースが多くなる。個々の政策の正の効果のみに目を向けてその是非を考量するなら、つねに強制と管理の政策の便益を過大に評価する方にEQ \* jc3 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps14 \o\al(\s\up 10(＊),バ)イアスがかかることは避けられない。政府は、つねに政策のもたらす便益や利益を強調し、過大評価し、そのコストや予期せぬマイナス効果に関しては楽観的に過小に見積もる傾向がある。自由と強制との間の選択は、単に功利主義的な視点から便宜の問題として扱われると、自由（政府が干渉しないこと）はつねに犠牲とされなければならない運命にある。つまり、自由が必ず保持されうるのは、自由が「至高の原理」、あるいは「EQ \* jc3 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps14 \o\al(\s\up 10(＊),ド)グマ」としてあつかわれるときだけなのである。
 eq \o\ac(□,15)　経済政策におけるEQ \* jc3 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps14 \o\al(\s\up 10(＊),プ)ラグマティズムの勝利は、現代の知性の勝利のごとく論じられることがある。しかしこうした便宜主義にもとづく社会工学の適用は、多くの場合、⑤自由の侵害につながりかねない。したがってハイエクに代表される自由主義のEQ \* jc3 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps14 \o\al(\s\up 10(＊),イ)デオローグが、現代では全く不人気な「ドグマ」という言葉をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(あ),敢)えて用い、自由は「ドグマ」として最重要の意味を持つと主張する理由もここにある。
＊バイアス＝先入観。
＊ドグマ＝教義。教条。
＊プラグマティズム＝知識や価値の問題を行動の場面にひきこみ、有用性または有効性ということを基準として考える立場。
＊イデオローグ＝理論家。
問１　空欄ａに入る最も適当な表現を、次のア～オの中から選べ。
ア　国家による平等な経済政策の目安
イ　個別・具体的な情報を網羅した参照軸
ウ　消費者や企業の合理的な判断の信頼しうる指針
エ　市場に関する科学的知見の再構築に寄与する資料
オ　われわれが他者の干渉から自由であるか否かを判断する基準
問２　傍線Ａ「古代ギリシアのポリス（都市国家）での市場取引を観察する哲学者」とあるが、古代ギリシア人の市場をめぐる考え方を説明した次の文章の空欄に入る、最も適当な十五字の表現を、Ⅱ（「もちろんこのことは……導かれたのだという。」）から抜き出して記せ。ただし句読点や符号がある場合は、それも字数に数える。

　古代ギリシアにおいて人々は　　　　　　　の間に類似性を見出し、多くの人間が関わる「思想やアイディアの市場」を通したほうが、予測しがたい未来に対して「真理」により近づきやすいと考えた。

［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
問３　空欄ｂに入る最も適当な四字の表現を、Ⅱ（「もちろんこのことは……導かれたのだという。」）から抜き出して記せ。
［　　　　　　　　　　］
問４　空欄ｃに入る最も適当な表現を、次のア～オの中から選べ。
ア　水を向けようとしない　　イ　水をあけようとしない
ウ　水をかけようとしない　　エ　水に流そうとしない
オ　水を差そうとしない
問５　傍線Ｂ「多元論」とあるが、これに分類される考え方として筆者が挙げているものを、次のア～カの中から二つ選べ。
ア　人間行動における無意識的な要素の存在や知識の不完全性を認めることで初めて、社会の問題に対して「科学的に決定的な」回答を見出すことができる。
イ　一人の人間の知恵は、同時代の他者の考えや、死者（過去）の言葉など、社会全体に蓄積されてきた知恵の総量に比べれば、お粗末なものである。
ウ　「自分はこう考える」ということを頑固に主張することで、己の「独創性」が評価され、他の人間たちから理解されやすくなる。
エ　社会とは、本来、人間の存在目的が作為的に狭小化され、大多数の人間がその単純な目的のために働く「勤勉な羊」からなるものである。
オ　人間が、趣味と意見を異にし、議論することによって、普遍的に通用するような真理の獲得は困難なものとなり、「共存する」ことは不可能となる。
カ　人間の知識は原則として不完全で、たえず誤る可能性があり、だからこそ、われわれの信念は新しい実験や議論によってつねに修正を受けなければならない。
問６　傍線Ｃ「古きをたずねること」とあるが、次の空欄に入るこれと同じ意味の漢字二字の言葉を、考えて記せ。
［　　　　　　　］知新（四字熟語）
◎問７　次のア～オの中から、本文の内容に合致しているものを一つ選べ。
ア　市場取引の自発性や多様性を守るために、政府の市場への介入を容認するという一般論は、18世紀のヨーロッパ知識人の間では認識されていた。
イ　市場価格は、生の魚を売る商人の交渉力など、取引する人々の個人的な技量に依存しているため、取引がつねに「自由で公正」であるとは限らない。
ウ　経済問題の根本は、人々の頭の中に散らばって存在する知識や技能の全体を、中央経済当局がいかに把握・所有し、効率よく使用するかという点にある。
エ　経済学において、自由を社会科学的に擁護しようとする場合、「便宜的な手段としての自由」という側面が強調されるが、実際にはこの便宜の計算には落とし穴がある。
オ　政府は政策の費用と便益を正確に比較考量しているが、自由を「至高の原理」とする立場は自らの政策のマイナス効果を直視しないため、つねに敗退する運命にある。
問８　二重傍線「社会主義思想家」とあるが、社会主義思想と結びついたプロレタリア文学の作家の一人に、葉山嘉樹がいる。次のア～オの中から、葉山嘉樹の作品を一つ選べ。
ア　伊豆の踊子　　　　　　　　イ　お目出たき人
ウ　生まれ出づる悩み　　　　　エ　セメント樽の中の手紙
オ　壁―Ｓ・カルマ氏の犯罪
【確認問題】
１　波線部ⓐ～ⓕと同義の言葉として最適なものをそれぞれ次から選べ。
ⓐ　明晰
　ア　明朗　　イ　明瞭　
　ウ　明敏　　エ　明察
ⓑ　捨象
　ア　収集　　イ　反駁　
　ウ　抽選　　エ　除外
ⓒ　審美眼
　ア　目利き　　イ　目移り
　ウ　目配り　　エ　目当て
ⓓ　淘汰
　ア　排斥　　イ　付加　
　ウ　洗練　　エ　適応
ⓔ　誤謬
　ア　苦しみ　　イ　いい加減　
　ウ　間違い　　エ　罪悪感
ⓕ　陥穽
　ア　壁　　イ　罠　　ウ　罰　　エ　道
【補充問題】
２　傍線部①「国家による干渉と強制が望ましくないと考えられる」理由として適当なものを次から二つ選べ。
ア　人々の切磋琢磨による最適な見通しが成立せず、将来の予測が難しくなるから。
イ　経済学者の言説が悪用され、具体的な経済事象がゆがめられてしまうから。
ウ　論争による価格の合理性が失われ、功利主義の考えが台頭してしまうから。
エ　自然な徳の習慣が消失し、民主主義の装置自体が無用となってしまうから。
オ　規制の緩和がされなくなり、技術の革新や交渉力の強化が進まなくなるから。
カ　経済全体の多様さが崩れ、「価格」のもたらす情報や公正さが失われるから。
３　傍線部②「ポリスという装置」とは何か。 eq \o\ac(□,6)段落より漢字二字で抜き出せ。
［　　　　　　　］
４　傍線部③「競争はまずもって『発見のための手続き』なのである」の説明として最適なものを次から選べ。
ア　生産技術の効率化を進め、潜在的な経済力を科学的に実証していくこと。
イ　様々な意見を把握・所有することで、決定的な真理を手に入れること。
ウ　人々が互いに知識や技能を獲得・交換し、最適な経済生産の方法を見出すこと。
エ　効果的に新しい事実や知識を学び、過去の知恵を乗り越えていくこと。
５　傍線部④「愚かな幻想」の内容として最適なものを次から選べ。
ア　人間の知識の不十分な面を支えるため、常に多様な意見を共存させる。
イ　科学的な知識も援用し、経済原理と現実の経済活動を比較検討する余地がある。
ウ　他の可能性にも目を向けて、社会全体の知恵の総量に対して謙虚になる。
エ　唯一の絶対的な知恵や方法が存在し、その考えに従えば社会は安定する。
６　傍線部⑤「自由の侵害につながりかねない」とあるが、この理由説明として最適なものを次から選べ。
ア　社会工学の適用により、政策の予期せぬマイナス効果も明らかになることで、政府の介入を許してしまうから。
イ　功利主義の発想では、政府が過大評価した政策の便益や利益に迎合し、経済の自由を犠牲とする可能性があるから。
ウ　自由主義の実践だけでは、経済政策を誤る可能性もあり、社会的厚生を低下させてしまうこともありうるから。
エ　便宜主義に注目し、自由の「ドグマ」を失うと、政府の強制や介入に経済の調和と秩序を委ねざるをえないから。
【解答】
問１　ウ
問２　アゴラ（広場）での論争と商取引
問３　単一理性
問４　イ
問５　イ・カ
問６　温故
問７　エ
問８　エ
【確認問題】
１　ⓐ＝イ　ⓑ＝エ　ⓒ＝ア　ⓓ＝ア　ⓔ＝ウ　ⓕ＝イ
【補充問題】
２　ア・カ
３　論争
４　ウ
５　エ
６　イ
